


































報告者 時 殷弘  (中国人民大学国際関係学院教授、アメリカ研究センター主任教授) 
高井潔司（北海道大学国際広報メディア研究科教授、元読売新聞北京支局長） 
竹内 實  (京都大学名誉教授) 
司会    本山美彦(京都大学経済学研究科教授) 
日時   7 月 1 日(金)午後 2:00-6:00   
会場 京都大学時計台記念館百周年記念ホール 




第 6 回 世界の援助潮流とアジアの開発課題 
講師 国際協力銀行開発業務部 業務課長 和田義郎氏 
日時 6 月 30 日（木） 12:15-13:45 
場所 法経総合研究棟 3 階 311 教室 
第７回 中国河南省農村経済の持続可能な発展実現に関する一考察 
講師 中国河南省信陽師範大学経済管理学院 張莉教授 
日時  7 月 12 日（火） 12:15-13:45 




















り、もうひとつは、90 年代に見誤った中国の国際競争力である。今、日本の企業は 80 年代



























誤った前兆はむしろ 80 年代にある。80 年代中盤に、日本では中国がこれほど発展すること



















は、2002 年度の売上高が約１兆円、過去 18 年間の年間平均成長率は 80％弱という驚異的
な急成長を遂げた。冷蔵庫、洗濯機、エアコンなどの白物家電に加えて、TV、DVD などの
AV 機器、携帯電話、パソコン、ロボットなど様々な商品レンジを持っている。製品は世界










































































を設定するなどの準備活動を行います。   上海フィールドワーク２００５日程表 
  （第１団） 
３月１９日 関空→上海 
 リニアモーターカー乗車 
  ２０日 蘇州観光 
       拙政園、虎丘、寒山寺等 
  ２１日 上海大学附属市北高校と 
①プレゼンテーション大会 
②学校交流 
  ２２日 ③上海市内フィールドワーク 
  ２３日 ④企業視察 
      ⑤上海市内観光 
       上海雑技団見学 







   クラス交流とスポーツ交流 
 ③上海市内フィールドワーク 
   各テーマに基づく現地調査（高校生 
   ３名に大学生１名のグループ行動） 
 ④企業見学 
   日系企業訪問・講義・見学 
 ⑤観光 









 さて、昨年の SARS や鳥インフルエンザの流行､サッカーのアジアカップのブーイング問題な
ど、困難な情勢の中で何とかこの行事を大きな成果を得て行うことができました。本校にとって
は、学科の目標とも大きくかかわる行事であり、今後も継続してきたいものと考えております。
情勢がどう変化するかはわかりませんが、生徒の安全確保をはかりつつ、当初の目標が達せられ
るよう、今後も関係各位の皆様のご協力で成功裏に進められますよう心より願っております。 
 
